
6 月 7 日 2026        勝利の心構えを持つこと 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♦ギデオン；ギデオンの時、彼らの敵はバッタのように巨大でしたが、神はギデオンと 300  人の兵士を使って

敵を滅ぼしました。敵は  135,000  人でしたが、彼らはトランペットと叫び声を使い、神は天使の力で  

135,000  人を打ち倒しました。 

 

１８節 信仰を失わない 

♦このテキストのパウロは、自分の人生の状況について話し始めます。彼は自分が経験している状況を隠しませ

ん。もしあなたが病気なら、病気だと言うことができます。もし疲れているなら、疲れたと言うことができま

す。しかし、『しかし、神が私を癒してくださる』と言う必要があります。『しかし、神が私に力を与えてくださ

る』と。どんなにネガティブな状況であっても。 

 

♦なぜ彼はこのように考えるのでしょうか？彼は私たちが知らない何かを知っています。彼は私たちの中に偉大

な宝があると言っています。彼が話しているのは、イエス・キリストに身を委ねる人々についてです。神は彼ら

の中にいて、彼らに力を与えます。私たちの問題は、私たちが状況や感情に先導されてしまうことです。私たち

の中には宝があります。 

 

 

 

 

 

 

第二コリント 4:1 こういうわけで、私たちは、あわれみを受けてこの務めに任じられているの
ですから、勇気を失うことなく、 4:2 恥ずべき隠された事を捨て、悪巧みに歩まず、神のこと
ばを曲げず、真理を明らかにし、神の御前で自分自身をすべての人の良心に推薦しています。 
4:3 それでもなお私たちの福音におおいが掛かっているとしたら、それは、滅びる人々の場合
に、おおいが掛かっているのです。 4:4 その場合、この世の神が不信者の思いをくらませて、
神のかたちであるキリストの栄光にかかわる福音の光を輝かせないようにしているのです。 4:5 
私たちは自分自身を宣べ伝えるのではなく、主なるキリスト・イエスを宣べ伝えます。私たち
自身は、イエスのために、あなたがたに仕えるしもべなのです。 4:6 「光が、やみの中から輝
き出よ」と言われた神は、私たちの心を照らし、キリストの御顔にある神の栄光を知る知識を
輝かせてくださったのです。 4:7 私たちは、この宝を、土の器の中に入れているのです。それ
は、この測り知れない力が神のものであって、私たちから出たものでないことが明らかにされ
るためです。 4:8 私たちは、四方八方から苦しめられますが、窮することはありません。途方
にくれていますが、行きづまることはありません。 4:9 迫害されていますが、見捨てられるこ
とはありません。倒されますが、滅びません。 4:10 いつでもイエスの死をこの身に帯びてい
ますが、それは、イエスのいのちが私たちの身において明らかに示されるためです。 4:11 私
たち生きている者は、イエスのために絶えず死に渡されていますが、それは、イエスのいのち
が私たちの死ぬべき肉体において明らかに示されるためなのです。 4:12 こうして、死は私た
ちのうちに働き、いのちはあなたがたのうちに働くのです。 4:13 「私は信じた。それゆえに
語った」と書いてあるとおり、それと同じ信仰の霊を持っている私たちも、信じているゆえに
語るのです。 4:14 それは、主イエスをよみがえらせた方が、私たちをもイエスとともによみ
がえらせ、あなたがたといっしょに御前に立たせてくださることを知っているからです。 4:15 
すべてのことはあなたがたのためであり、それは、恵みがますます多くの人々に及んで感謝が
満ちあふれ、神の栄光が現れるようになるためです。 4:16 ですから、私たちは勇気を失いま
せん。たとい私たちの外なる人は衰えても、内なる人は日々新たにされています。 4:17 今の
時の軽い患難は、私たちのうちに働いて、測り知れない、重い永遠の栄光をもたらすからで
す。 4:18 私たちは、見えるものにではなく、見えないものにこそ目を留めます。見えるものは
一時的であり、見えないものはいつまでも続くからです。 

第二コリント 12:9 しかし、主は、「わたしの恵みは、あなたに十分である。というのは、

わたしの力は、弱さのうちに完全に現れるからである」と言われたのです。ですから、私

は、キリストの力が私をおおうために、むしろ大いに喜んで私の弱さを誇りましょう。 

 12:10 ですから、私は、キリストのために、弱さ、侮辱、苦痛、迫害、困難に甘んじてい

ます。なぜなら、私が弱いときにこそ、私は強いからです。 
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ローマ８：２８ 神様は全てを益とされる 

 

 

 

 

ローマ８： 私たちは主にあって圧倒的な勝利者 

 

 

 

 

 

 

神様は私達に勝利者の思いを持って欲しいと願っています 

 

1. 確認する / 私たちの持っている力は私たちのものではありません、ピリピ人への手紙 

4:2-13  私は、私を強めてくださるキリストによって、すべてのことができます。もし私たちがその力が神から

来ることを保たなければ、私たちは傲慢になり、自己を栄光化し、神のようになろうとし、姦淫を行うことに

なります 

 

2. 人生の目的を知るべきです  [2 コリント 4: 10] 

私達の人生をイエスさまを通してみる必要があります。 

私たちは、他人の為に生きます。私たちの使命はイエスさまのことを世の人々に伝えることです 

[2 コリント 1: 3-4] 

 

3. 信仰に満ちた言葉を語る 2 コリント 4:7-18] 私は信じたから語った。 

信仰は神の言葉を聞くことから始まります。信仰の言葉を語るには、信仰に満たされる必要あります信仰の言葉

によって満たされてください。 [2  コリント 4:14] 

 

4. 期待は私たちが神から受け取ることに心を開くことを可能にします。長血の出る病を持つ女性 

彼女は心の中で、イエスの衣に触れることができれば癒されるだろうと思っていました。イエスは彼女に言わ

れました、「あなたの信仰があなたを癒したのです。」 

 

5. 聖霊により刷新されましょう。 

 

6. 永遠の光の中に歩んで行きましょう  2 コリント 4:17-18] 

私たちは永遠に焦点を置いて生きていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って召された人々のためには、神がすべてのこ

とを働かせて益としてくださることを、私たちは知っています。 

応用： 

1.  自分の考え方を振り返ってみましょう。 環境や経済的な状況によって、制限を感じていませんか？ 

2.  勝利への心構えを持ちましょう。 

3.  それぞれのポイントを、どのように自分の生活に活かしていけばよいでしょうか？ 

8:31 では、これらのことからどう言えるでしょう。神が私たちの味方であるなら、だれが

私たちに敵対できるでしょう。 8:32 私たちすべてのために、ご自分の御子をさえ惜しまず

に死に渡された方が、どうして、御子といっしょにすべてのものを、私たちに恵んでくださ

らないことがありましょう。 


